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第13回南極条約協議会議
平 澤 威 男
本会議は60年10月71.|～18nの間,ベ ルギー ・ブラッ
セルで開催された,会 議冒頭の特別協議国会議でウルグ
アイの協議国としての地位が中国と共に承認され,こ の
結果協議国18か国,非協議国(オ ブザーバー)14か国と
なった.日 本代表団は鈴木代表(外 務省国連局参事官)
草原代表代理(文 部省学術国際局国際学術課長)松 田首
席随員(極地研所長)の ほか,佐 々木外務事務官,住 本
ベルギー駐在書記官 と筆者が出席した,
7日午後,デ ィンデマ ン・ベルギー外相の開会演説に
続き,ベ ルギーのウビン代表を議長に選出したのち,協
議国及び非協議国代表の冒頭演説に移り,8日 午後議題
を採択し,実質審議に入った.議 題の主なものとしては
1.南極条約体制の運営2.協 議国会議文書の公開
3.人間の南極環境に及ぼす影響4.特 別科学関心地
区(SSSI)及び特別保護地域(SPA)5.協議国会議
へのオブザーバー参加
などであった.11日まで主要課題につき,ひ ととお りの
議論が本会議で行われ,14日からは2つのワーキンググ
ループにわかれ部会審議に入った.第1ワ ーキンググル
ープは南極条約体制の運営に関連 し,米国が提出した レ
ポー トを中心に討議した.その内容は協議国会議報告の
充実,南 極条約ハ ンドブックの改訂,南 極に関心を有す
る個人又は団体に対しての情報の提供などであった.一
部に米案はいささかオープンすぎるし,また,ま ずは制
度化することが重要であ り,時期を見て実施すべきであ
るとの意見はあったが,米 案を原則的に支持するとの意
見が大勢を占めた.た だし,これ らを実施するための経
費については,問題は多 く,現在のところは各協議国の
判断で可能な範囲で実施することとなる.
次に,協議国会議の年次開催(現 在は隔年)及 び,そ
の経費負担問題,事 務局の設置問題が討議された.年 次
開催については,準 備会合があるので現状のままでよい
との意見も多かった.ま た,これに伴なう経費問題は重
要な問題で,関 連する事項も多く引き続き検討すること
となった.事 務局設置問題については,そ の必要性が高
まっていることは各国も認めばじめてい る ものの,経
費,設 置時期,ま たその規模など考慮すべき点が多く結
論は得られなかった.
南極条約白書(White　book)については,す でに南極
条約ハンドブックがあるし,更に白書が必要なのかとの
意見 もあった.しか し,条約の改訂時期(1991年)を目
途に,これまでの条約体制の成果を網羅した白書を出版
することは有意義であ り,次回で更に検討することとな
った,協 議国会議に招へいするオブザーバーに関して,
非協議国及び国際機関の問題が討議された.非協議国の
参加については,異 論はなかったが国際機関の参加につ
いては招へいすることが真に条約体制の強化に役立つか
どうかの観点からケースバイケースで検討すべきである
との意見が大勢を占めた.
第2ワ ーキンググループでは,南極の環境に関連した
問題が,討 議された.「 人間の南極環境に与える影響」
については,英 ・豪 ・ニュージーランドは米国と共に各
種の規制の強化策を提案し,これにアルゼンチン,チリ
ー,ノルウェーなどが同調したが,これにょり,科学的
活動が制限されることを恐れる反対もあ り,また科学的
根拠が不十分なことなどから合意にいた らなかった,し
かし,英の提案 した環境影響のアセスメント及び豪の管
理地域の設定に関しては今後SCARで 更に検討するこ
ととなった.
特別科学的関心地区(SSSI)　7つの指定期間の延長,
また13の新しい指定が若干の訂正を加えた上で承認され
た.し かし,海域を含む3地 域のSSSI指定については,
意見がまとま らず結局指定見送りとな った.南 極 にお
ける廃棄物に関しては,規制すぺき対象物をこまかく明
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示することをさけ,廃 棄物処理の方法を検討することを
SCRAに依頼した.
なお,本 協議会で新たに8つ のモニュメントが認めら
れた.
次回は1987年ブラジル ・プラジリヤで開催することを
決め閉会した.
(筆者:国 立極地研究所研究主幹)
第7回 南極鉱物資源特別協議会議
吉 田 栄 夫
標記会議が,昭 和60年9月23日～10月4日,パリの国
際会議センターで開催された.南極条約協議国16か国の
代表団102名.その他の加盟国のうち13か国の代表団39
名が参加した.我 が国からは外務省国連局鈴木参.`拝打,
小林科学課長,佐 々木科学課事務官,文 部省行田国際学
術調整官,通 産省谷川海洋開発専門'}'「,石油公団9斐川調
査役と筆者が出席した.
今回は前回の リオデジャネイロ会議の終了時に,この
会議の議長を務めているニュージーランドのピーピ一眠
が提示 した,鉱 物資源 レジームの中の``諸機関"の 構成
や権限,意 志決定の方法など,いわゆる.軍要問題に関す
る骨子を掲げた``包括案"に ついて,首席代表会議で非
公式協議が重ね られた.ま た,新 たに"探査 ・開発問題"
を扱う小委員会が,ノ ルウェーのアンダーソン座長の下
に設けられ,前 川から引続いての西独のウオルフルム座
長による"法的問題"小 委員会とともに,か なり細かい
議論を行った.
前者では,これまでその内容がレジームの ビービー試
案に示されておらず,し たがって討議されていなかった
"指示ガイ ドライン"すなわち,鉱物資源探査 ・開発を
行おうとする事業体が,'ll業の可否を決定する上で考慮
すべきガイドラインに,何 を提示するかということを検
討した,か な りの点で各国の合意があったのは前進であ
ると評価されたが,し かし意見の対立も残っている.
後者では,"責任(賠 償責任)"',"紛争調査"の2点 が
討議された.'`責任"で はまだかなりの意見の違いがあ
るが,"紛 争調停"に ついては技術的な問題が中心のよ
うで,意 見の違いがあっても本質的でないように素人日
にはみえる.
この会議がもたれるようになってすでに3年余 りが経
過し,回 も7回 を敢ねた.ゴ ールの見当をつけて,そ れ
までの時間的枠組をそろそろ決定しようではないかとの
話も出ている.今後の見通 しは依然としてはっきりしな
いが,努 力は重ねられよう,次回はオーストラリアのホ
バー トで,1986年4月～5月 に開かれる予定である.
(筆者:国 立極地研究所教授)
中 国 訪 問 記
川 口 貞 男
中国南極考察委員会から中国第2次 南極観測隊の訓練
講師として招かれ,平 沢教授,柴 野係長と共に11月2日
から9nま での問,中 国を訪れた.
訓練は11月1　rlから9日までの間,北京市内の東端に
ある北京丁人体育場で行われた.ア ジア大会や北京マラ
ソンに使われた競技場で,宿 舎は体育場の選手村 として
使用するもので.　LOOo人を収容でき,500名収容の大
食堂がついている.こ こで はいろいろな体育関係の行
事,研修がなされてお り,われわれも中国観測隊員と共
に泊り,食事をした.
中国第2次 南極観測隊は,極地研では顔馴 じみの高飲
泉氏を総隊長に39名で編成され.こ の うち越冬隊は10名
で,26次の冬の訓練に参加 した李振培氏が越冬隊長であ
る.大 学,科学院,海洋局,気 象局などの科学者が参加
している.夏隊には2名 の女惟科学者と1名の女性カメ
ラマンが含まれ,こ のカメラマンは男性の新聞記者と共
に香港か ら参加したものである,
観測隊の訓練スケジュールは,6時 起床,体 育 ・ラン
ニング,7時15分朝食,8時30分から'F[]{iの訓練,昼 食
後,13時か ら18時の夕食まで午後の訓練という']Fで,rl1
国の生活慣習の午睡の時間1まとってなかった,訓練内容
は講義,研 究打合せなどが主で,南 極条約やSCAR,　南
極の環境,安 全対策など盛沢U1であった.
2Hに到着した私達は3「1の朝か ら訓練に参加した,
3[lltllwallだが私の講義に割 り当てられた.私 は 「rl
本の南極観測」,'ド沢教授は 「南極の安全対策について」,
柴野係長は 「南極の生活」 という演題でそれぞれ1時 間
平ないし2時間話した.隊 員は熱心にメモをと|),非常
に積極的に質問が出た.
riii述した様に座学が主であつたが戸外でのポー ト訓練
も実施された.清 朝の離宮であった願和園は北京の最大
の観光地の一つであるが,こ ㌧の人工池,昆 明湖にゴム
ボー トを浮かべての訓練である.中国の長城基地は南極
半島にあ り,夏には海氷が消え基地近くの海域の海洋観
測や物資輸送にボートを使うのである.
この南極観測訓練の模様は,連 「1,新聞,ラ ジオ,テ
レビなどで報道され,私 達3名 の講師についても報道さ
れたとのことである.小学校児胸こよる激励会や李鵬副
総理 との会見などの行'lfもあったが,私 達はこれには参
加しなかった.
中国はフィンランドから中占の耐水貨物船(12,000ト
ン)を購入し(極地と命名〉,現 在青島で改装中である
が,こ れは第3次観測隊か ら就航の予定である,第2次
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観 測 隊 は 早 りの フ ン タア レナ ス に空 路 集 結 し,二 こか ら
チ リの 南 極観 測 隊 が 使 っ て い るC130で チ1)のマ ル シ基
地 に運 ん で 貰 うこ とに してい る.長 城 基 地 は マ ル シ基 地
か ら2km程 しか離 れ て いな い.「 し らせ|の 出 航 した
ll月M日 頃 に い くつ か の 班 に 分れ て フ ン クア レナ スに 向
・)たはず で あ る .
〔筆 者:1ト!h'ノ1極地石IF究町 費i≡.川幹)
ス トラ リア」 を 出港 後,南 極 ノく陸1∴]辺の 流}}く域 で海 洋 生
物 な どの 調 査 ・研 究 を{iって い た と ころ,10」]2811から
動 け な くな っ た も の であ る.
オ ー ス トラ リア政 府か,'川1式に 救 援 要 請 が あ っ たの
は.12月111の こ とであ った.こ れ に 対 し,11本政 府は.
南極 本 部(本 部 長 二 蛤 到;大臣)に お い て 検 討 を進 め 、 即
1艇に 全 面 支援 を決 め た.
これ を受 けて,南 極.に向 か い ドノつ あ'.)たし らせ 一は,
12月3日寄 港 先の フ リー マ ン トルて 救 援 の た め の 燃 料 や
生鮮 食1品を 積載 し、 同 日午 前9時.、1㌧定 を2時 間 繰 りlt
げ て 出港 した.
「し らせ1に 乗船ll1の第27次観 測 隊Gl1川 栄k-waftLJ
ド50名)及こド乗篇ltl　(合川篤 艦 」乏i/.ド174名)lt,-」1旭|
外の 行動 で あ った に もか か わ らず,1ネ ラ ・'V'ン別 や
昭 和J,口也 との 連 絡 、JO"、}X状の 」㌧測.物 資 引 き渡 し 方
法 や 誘 導 ノ∫法 の 杉1討を,rtlねる なL・'.敏速.適UJに 対Vtl
し,救 援 の 屯 人 な任 務 を果 た し た.
これ は,国 際 協 力 とい う南 極 条約 の 精 神 を み ご とに実
現 した もの であ り,ま た 日 本隊 が か つ て ソ連 や 米 国 に 救
助 され た こ とに 対 す る 大きな 答 礼 と 、{.えよ う.
「ネ ラ ・9.ン}}.1のビセ ッ トの 第 ・・報 が 昭 和 基 地 の 第
26次越 冬隊 〔福西 出 越 冬隊 長 以 ド35名ノ の もとに 入 った
の は、11月21[1の二とで あ った.同 隊 は,厳 しい 自然 の
南極 で1年 越冬 した 経 験 か ら1ネ ラ ・ダ ンシ}.の困 難な
状 況 を推 察 し.折 り返 し、 ケ リ ー観 測 隊 長 あ て に 激 励 の
電 報 を送 っ た り,日 本 との 連 絡 に 当た る な ど活 躍 した.
なお 今 回の ビセ.・トに 対 し ては,オ ー ス トラ リア側
にお い て も,他 の 観 測 船 「ア でスバ ー ドiJ.1(排水 硅
4,0(N〕トン)に よ っ てrネ ラ ・vン シ}一の 救 出 を 試み た
が,12月4日,20名 の 観 測 隊 員 等の 移 送 と少 品の 食 糧 の
輸送 を 行 っ た後.最 終 的 に救 出 を隆ト1念した もの で あ る.
「しらせ」救援の任務 を果たす
一・ビセ ッ トされ たオ ース トラリア観測船一
我 が 国 の 南極 観 測 船 「し らせ は.IL?J]16i[.氷海 域
に 閉 じ込 め られ て い た オ ー ス トラ リア観 測 船 「.ネラ ・ク.
ン シナ」(排 水lil:3,500トン.ソ レ ンセ ン瑠}」そ.ケ リー観}則
隊 長)の 救 援 に 成功 した.
12月14日21時45分(日本時 間).1し らせ 一 は 「ネ ラ ・
ダ ン リ`」と会 合 した,「 ネ ラ ・グ ン号」 は,そ の 前 方 の
来 状 が 悪 く 自力11}ε出 が で きな い た め.「 し らせ」 は曳 航
を 行 った.厚 い 来の た め,河 川 か ニネ ラ ・ダ ン リ.」の航
行 が 危 ぶ まれ た が,つ い に15日22時38分,開水面 で 「ネ
ラ ・ダ ン}」一 へ の 物 資 の 補給 を 行 い,16[|12時15分に は
求 縁 を離 脱 した.
「ネ ラ ・ダ ン 号」 は.本 年9Jj16N.ホ バ ー ト(オ ー
南極観測隊便り
一 第26次越冬隊の近 況一
昭 和 基地 ではll増Uこ 日照 時 間 が 長 くな り9月1日 よ
り生活 時 間 を夏 隣ll・間 に もど した.10J]31[i現在 で 日の 出
は3時9分 、 日の 入t)は21時6分 と 真夜 中 で も地'r線近
くが 明 る い 薄 明の 状 態 とな り夜 が な く な りつ つ あ る.毎
週 月曜 と木 曜 の 夜7時'「 か らi/映され て い る映1由iはカ ー
テ ンを 締 め て行 う桿 明 る い.
本 格的 な春 の 訪 れ と とも に動 物 達 も活 動 を始 め た.10
月8日 オ オ トウ ソ.クカ モ メが 基 地 上空 に 初 め て 姿 を見
せ,10[|には オ ン グル カ ル ベ ン近 くで 生れ た ば か りの ウ
ユ ツ デ ル ア ザ ラ シのf'が見 られ た.そ の 後 ア ザ ラ シの子
は次 々 と誕 生 し,2911には ル ンバ 周 辺 で 親 ア ザ ラ シ28
頭,子 アザ ラ シ21頭と多 数 が 見 られ た.ま た23日に は基
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地 の 前 の 海氷 上 に コ ウテ イペ ンギ ン10羽が 姿 を見 せ隊 員
達 を喜 ば せ た.ア デ リー ペ ン ギ ンもル ッカ リー(集 団営
巣地)に 集 ま りつ つ あ る.ル ンバ に あ るル ッカ リー の ペ
ンギ ン数 は21E]に1羽,23Uに10羽,2611に43羽,29[|
に は106羽 と急 速 に増 えて い る.休1]に は これ らの 可 愛
い い動 物 達 の 見 学 に 出か け る隊 員 が 多い.
内陸 の み ず ほ 基 地 では 月初 には まだ オ ー ロ ラ を見 る こ
とが で き たが,日 毎 に明 る くな って き てお り厳 寒 の 中 に
も い よ い よ春 の 到 来 を感 じる よ うに な っ て きた,11月3
「1に旅 行隊 を送 り出 し3人 だ けの 生 活 と な った 基 地 内 は
急 に 静 か に な っ た.し か し 小 さ な基 地 とは い えft"}viG
番,発 電 機 の見[,・1り,造水作 業,気 象観 測,超 高II薄観 測,
通 信 業務 等 を3人 で こ な して い くの は か なt)大 変 で あ
る.食'h作 りは特 に 大変 で あ るが,そ れ で も限 られ た 材
料の 中 で,3人 が それ ぞ れT.・　JC－した 料 理 でft卓を に ぎわ
せ て い る,最 近 で は 仕'lfの疲 れ を いや す ため,1'f楽を聴
き な が らの コー ヒー ブ レー ク が午 後 の[lasとな っ た.
このみ ず ほ基 地 を9月27rlにIU発した 内陸 旅lj隊8名
は,10月15n基地 か ら約500km離 れ た 繍74°12'・東
経34°59',標高3,193mの 前進 拠 点 に到 着 した.本 年
2月 に 建設 してお い た居 住 棟 は雪 に 埋 もれ る こ と も な く
旅 行隊 を 迎 え て くれ た.居 住 棟の 広 さ は26m"で このLll
に3段 ベ ッ ド,調 理 台,テ ー ブル,観 測 器 材.などが 雑 居
して い る,外 気 温 は ま だ 一4σ.C～-50℃と低 い が棟 内
は快 適 に保 た れ て い る.寝 る時 は3人 が ベ ッ ド,4人 が
床,も う1人 が雪 上車 で,狭 いが いか に も 南極 ら しい 午
活 を 楽 しみ つ つ 順 調 に観 測 を 進め て い る.
南 極 は これ か らが 妓 も良 い 季節 で あ る.快 晴 の 日が 多
くな り.　II射しは1|にHに 強 くな っ て気 温 も 上昇 して く
る.し か し隊 員達 に とっ て こ の季 節 を楽 しん で い る余 裕
はあ ま りな い.種 々 の観 測 や 次の 隊 を迎 え る準 備,自 分
達の 帰 国 準備 と忙 しい毎 「1であ るが,家 族 か らの 便 りを
載 せ た 「し らせ 」 か らの 第1便 が 届 くの を楽 しみ に これ
らのf1蝋を こな して い る,
一南極OB会 開かる一
昭 和60年11月7|i,第27次隊 の:[[:1∫を兼 ね て,↑F〔例 の
南極OB会 が,東 条 会館 に お いて 開 催 され た.永 田第1
次隊 長の 開会 挨 拶,西 堀 第1次 越 冬 隊 長の 音頭 に よる 乾
杯 に 引 続 き,古 川27次隊 長 以 下 の 隊 員,西 南 極 調 査 隊 員
の 紹 介 と,会 は例 年 の通 り和 気 蕩 々 の 裡 に進 ん だ.
坂 田 衆議 員 議 長,川,岩 動 両 先生 の 激 励 の 辞 に,会 は
ます ます 盛 り上1),26次越 冬 隊 か らの メ ッセ ー ジが 錦1:
花 を添 え た.
集 う 者約170人 、 歓 を尽 く して.さ らに,幾 つ か の グ
ル ー プ に 分れ 二 次会 の席 へ 移 って い った.
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一第27次観測隊の家族会開かる一
第27次南極地域観測隊の出発を前にL1月13|1(水),第
27次隊家族会が東条会館5階 「スタールーム」で開催 さ
れ47家族,147名が出席した.
松田所長の挨拶,吉 旧隊長,内 藤越冬隊長の話しにつ
づき,第27次隊の行動 予定,寄 港地への手紙の出し方,
電話 ・電報の取扱い等留守中 の必 要 な諸連絡が行われ
た.
また,27次家族会長に内藤越冬隊長夫人が,副 会長に
佐野夫人が選出され留守中の連絡をとり合うことになっ
た,
最後に映画 「ひ らけ第三の基地」と 「大いなる南極大
陸」を 上映 して盛会の うちに幕を閉 じた.
第28次観測隊長 ・副隊長決まる
南極地域観測統合推進本部総会が11月1311(水)東条会
館で開催され,第28次観測隊の隊長 ・副隊長を決定 し,
「司「1発表された.
○副隊長(兼 越冬副隊長)
鮎川 勝
1屑奉019イ「5月30口1上
国立極地研究所資料系助教授
専門分野:磁 気圏物理学
極地歴1第L1次越冬隊 第14
次越冬隊,第18次越冬隊
一4一
一第27次観測隊出発一
極 地 研
第27次南極地域観測隊(吉 田栄夫隊長ほか49名),同
行者4名,を 乗せた観測船 「しらせ」は11月14H(木)午
前11時,家族 ・関係者等多数の見送 りの中,東京港晴海
埠頭L岸壁から一路南極に向け出航した.
同隊は南極海洋生態系及び海洋生物資源に関する研究
計画(BIOMASS).東クイーンモー ドランド地域雪氷 ・
地学研究計画を頂点頃日として研究観測を実施する.
「しらせ」は途中オース トラリアのフリーマントルに
寄港,12月中旬ブライド湾に接岸 し,セール ・ロンダー
ネ山地地学調査及びあすか観測拠点に発電棟建設のため
物資約110トンを降ろし,1月 上旬には昭和基地の物資
輸送を始め,沿 岸における生物調査,地学野外調査を実
施する.
2月上旬,26次越冬隊員が 「しらせ」乗船後,ポ ー ト
ルイス,シ ンガポールを経て来春4月20n東京港晴海埠
頭に帰国の 予定である.
一篇6回 南極地学シンポジウムー
昭和60年10月24,25[.1の2n間,当研究所講堂におい
て当研究所主催の標記シンポジウムが開催された.発 表
論文30編,参加者73名であった.地 質学,固 体地球物理
学を中心に地球化学,地 形学,.占地磁気学の広い分野に
わたり,活発な研究発表 と討論がなされた.地 質学にお
いては,数 年来のリュツォ・ホルム湾の変成史とそのテ
ク トニクス的な解釈につ いて の像が鮮明になりつつあ
る.固体地球物理学においては各種観測手段,デ ータを
用いた解析結果の紹介がなされた.地 形学的研究はセー
ル ・ロンダーネ地域に照準を移 し,古地磁気学的研究と
してはlf`生代初期の自然残留磁気,5〔F300万年前の占地
磁気強度についての研究発表がなされた.西 南極を中心
とした地球化学研究,エ レバス山の地震及び火山学的研
究 もそれぞれ進展を見た.発表内容が多岐にわたり,ま
た調査領域 も昭和基地周辺域だけでなく拡大する方向に
あるため,い ささかまとまりに欠けたきらいはあるが,
極域地学研究の基礎としての年代測定,年 代決定法の重
要性について共通の1認識を得た.
プ ロ グ ラ ム
1.地球化学的研究
1Pb-210法による みずほ高原の積雪速度測定の試
み(増 田宣泰)
2南 極アランヒルズのBeacon　Group中の 鎖式お
よび環式炭化水素
(松本源喜,町 原 勉,船 木 實,
綿種邦彦,鳥 居鉄也)
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3.南 極 ドラ イバ レー 地 域 の 湖 沼
一 と くに 塩 起 因 か らみ た 考 察 一
(森本 隆夫,鳥 居 鉄 也,　LIJA　周,
松 本 源 喜,増 田 宣 泰)
n.地形学的研究
4.セール ・ロンダーネ山地西部の氷河地形
(森脇喜一,岩 田修二>
5.セール ・ロンダーネ山地西部の地形 につ いて の
2・3の 問題(岩 田修二,森 脇喜一)
6.南極の地球科学データから推察される後期完新世
の海水準微変動について(小 元久仁夫)
皿 地 質学 的研 究
7.セ ー ル ・ロ ン ダー ネ 山地 西 部地 域 の 地 質
({J、嶋 智,ピ1石 和 行)
8.リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 岩 体東 部(プ リ ンス ・オ ラフ海
}}})の累 進 変 成 作 用(白 石 和 行,広 井美 邦)
9.グ ラニ ュ ラ イ ト相 に お け る 累 進 変成 作 用
一東 南 極 リ ュツ ォ ・ホ ル ム湾 周 辺 地 域 を例 に一
(本吉 洋 一)
10.昭和 基 地 周 辺 に お け る柱 石 と斜 長石 の 共 生関 係
(広井 美邦,白 石和 行)
11,昭和 基 地 周 辺 のUltramafic　granuliteにつ い て
(鈴木盛 久)
12.ベル ジカIU脈変 成 岩 類 の鉱 物 組 合 わ せ
(浅見 正 雄,矢 内 桂三,小 島 秀康,西 田民 雄)
13.東南 極　 Skarvsnes地域 に産 す る変 成?'1一のサ マ リ
ウム ー ネ オ ジム放 射 年 代 に つ い て
(田中 剛,　rll島隆,白 石和 行)
　 14.　Outline　ofgeology　and　mineral　resources　of　Sri
Lanka　 (Sarath　Jayatileke,　松 枝大 治)
IV.　固 体地 球 物理 学的 研 究
(1)地殻 構 造
15.2次 元 レ イ トレー シ ング に よ る みず ほ 高 原の 地 殻
一構 造(伊 神 輝
,伊 藤 潔)
16.爆破 地 震 動 お よび 電力 か ら推 定 され るみ ず ほ高 原
の 地 殻 構 造(伊 藤 潔,伊 神 揮)
17.し らせ のNavigation　Dataを使 った 海 .h電力 の
ON-LINE処理
(瀬川 爾 朗,神 沼 克 伊,福 川洋 一)
18.極地 研 発 行 南極 域 の フ1J－エ ア 重 力 図　(Special
Map　Series　Ne.　3,　1984)に関 す るい くつ か の コ
メ ン ト(瀬 川 爾 朗,松 本 剛,神 沼 克 伊)
19.南極 地 域 にお け る測 地 測 量:(柿 沼 清 一)
20.白嶺 丸 に よ る東 南 極 ア メ リ一概 氷 沖 海 域 の 地 質 構
.造調査 に つ い て
(佐藤 俊 二,佐 木 和 夫,棚 橋 学,
水 越 育 郎,須 内寿 男)
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21.南大洋 の 海洋 底 掘 削
一〇DPの1986-1987の計画 に つ い て一
(木下 肇,神 沼克 伊)
② エ レパ ス 山地 震 活 動
22.エ レバ ス 山 とそ の 周 辺 の定 常 的地 震 活 動 と異常 活
動(馬 場 め ぐみ,神 沼克 伊,網 野 順)
23.エ レバ ス 山 の群 発 地 震活 動
(神沼 克 伊,馬 場 め ぐみ,網 野 順)
24.エ レバ ス1Llの火 山 性 微 動
(網野 順,神 沼克 伊,馬 場 め く'み)
(3)古地 磁 気 学
25.オ ング ル 島 の1[i地磁 気
一 岩 脈 の 貫 入 に ょる 自然 残 留 磁気 の 変 化一
(船木 實,　Peter　J.　Wasilewski,
永 田 武)
26.極地 域 の 占地 球 磁 場 強 度
(酒井 英 男,広 岡公 夫,船 木 賓)
(4)リモー ト測 量
27.リ ュ ツ ォ ・ホル ム 湾 の地 磁 気 異常
(帯刀 薫,渋 谷 和 雄,神 沼克 伊)
28.南極 域 地 殻 磁 気 異 常 の 作 成
(竹中 潤,柳 沢 正久,藤 井 良 一)
29.　SEASATに ょ る 昭 和 基 地 周 辺 の氷 床 地 形
(梶川 優 子,渋 谷 和 雄,瀬 川爾 朗)
30,JMRを 用 い た トラ ンス ロ ケ ー シ ョ ン
(北沢 幸 人,渋 谷 和 雄)
第41回運営協議員会議
11月1n(金)に開かれ,以 下の事項を審議した.
教官人事について
第28次南極地域観測隊長 ・副隊長にっいて
第27次南極地域観測隊行動実施計画(案)について
昭和60年度マクマー ドサウ ン ド地域共同観測計陣i
(案)について
大学院教育への協力について
昭和61年度共同研究の公募について
〉 来 訪 者 ・(
7月8日 ～7月9日 　 Dr.　BONNER,　N.　(英国 南極 調
査 所 次 長)
7月19日　 Dr.　AKASOFU,　S.　(アラス カ 大 学地 球 物理
研 究 所 教 授)
7月18日　 Dr.　KIRSCH,　1.(国際 エ ネ ル ギ ー協 会 顧 問)
8月19日～9月8日 　 Dr.　LELIWA-KOPYSTYNSKI,
」.(ワル シ ャワ大 学 地 球物 理 学 研 究 所 教 授)
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8月22H
8月26日
8月31日
9月19日
9月24日
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Dr.　JOHNSON,　G.　(米海 軍 研 究 所 北 極 研 究
部長)
Dr.　GUPTA,　H.　(イン ド地 球 物 理 研 究 所
長)
Dr.　HURTIG,　E.(東ドイツ 地 球 物理 中 央研
究 所 教 授)
曽 慶 存(Zeng　Qi㎎－Cun,　中 国 科 学 院 大気
物 理 研 究 所 長)
黄 栄 輝 　(Huang　Ro㎎ ・Hui,「司研 究 所 長期
予 報 研 究 室 長>
Dr.　HUREAU,　J・C.　(フラ ン ス 国 立 自 然 史
博 物 館 副 館 長)
〈一般共同研究 の公募 について〉
昭和61年度一般共同研究の公募は,各 大学及び研究機
関の長に発送 しましたので,申請をする方は所属機関又
は下記にお問い合せ ください.
一 公 募 の 概 要一
公募・11項
一般共同研究(所 外の個人又は,複数の研究者と所内
の教官が協力し,当研究所を共同研究の場として,極
地に関する研究を行 うもの)
資 格
国立,公 立及び私立大学,国 立及び公立等研究機関の
研究者又は,これ らに準ずる研究者
研究期間
1～3年
申請方法
研究内容,研究課題及び経費等について可`前に当研究
所の関係教官と協議の上,研 究代表者を定め所属長を
通 じて提出してください.
申請期限
昭和61年1月31rl(金)
選 考
研究課題の採否及び所要経費の査定は,共同研究委員
会並びに運営協議員会議の審査を経て所長が決定しま
す.
採択通知
採否の決定は,昭 和61年3月(予定)に 行われ,採 択
された場合は所長か ら研究代表者及び同所属長あてに
採択を通知します.
提 出 先
〒173東 京都板橋区加賀1-9-10
国立極地研究所庶務課研究協力係
TELO3(962)4711
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〈受託学生の公募〉
研究所が大学院における教育に協力し,大学院学生(受
託学生〉に研究指導を行うための公募要綱は,各関係大学
院あてに発送した.受 入れの概要は,次のとおりである.
1.研 究分野別受入人員
超高層物理学3人 気象 ・雪氷学3人
地 学3人 生 物 学3人
2.受 託学生の資格
極地科学及びこれに関連する分野を'ti:攻する大
学院在学中の者
3,受 入れの期間
昭和61年4月から昭和62年3月まで
4,提 出期限
昭和61年3月1日([z)● 5,問 合せ先
国立極地研究所庶務課研究協力係
職 員 の 異 動
11月10||f・1'け
(昇任)
超高層物理学第一研究部門 教授 江尻全機
(萌データ解析研究部門助教授)
寒冷生物学第一研究部門 教授 内藤靖彦
(前同研究部「'」助教授)
地学研究部門 助教授 澁谷和雄
(前回研究部円助r-)
データ解析研究部門 助教授 山内 恭
(前地球物理学研究部門助手)
(採用)
地球物理学研究部円 助r-1'iー木周司
寒冷生物学第一研究部閂 助手 大谷修rlj
◇ 案 内 ◇
第9回 極 域 に お け る電 離 圏磁 気 圏
総 合 観 測 シ ンポ ジ ウ ム
開 催 日:昭 和61年2月17[1(月)～2月19E[(水)
会 場:国 立極 地 研 究所 講 堂
問 合 せ 先:国 立極 地研 究所 超 高 層研 究 室
(962)47111メi359(tJ、野)
開 催 日:
会 場:
問合せ先:
第11回南極隅石シンポジウム
昭 和61年3月25il(火)～3月27f1(木)
国 立極 地研 究所 講 堂 、
国 立極 地 研 究 所 領 石 資 料 部 門
(962)4711内155(矢内)
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第26次 隊 月例 報 告(9月 ～10月)
9月にブリザー ドが4度 来襲し,それにともなう降雪
も多かった.基地周辺の積雪は80～90cmにもなり,海
氷上はいたるところでシャーベット状になった.17日に
は前進拠点 ・ドーム旅行隊が予定通 り出発した.10月は
穏やかなUが続き,野 外作業や調査旅行は順調に実施さ
れた.
観測報告
宙空;9月2511,小型ロケット4機を2時間おきに連
射 し,高度70kmま での風と温度の観測に成功した.
また,8月 より開始 したアイスランドとの共役点同時観
測も成功 した.10月には小粒子ゾンデを放球 し,レーザ
レーダとのエアロゾルの同時観測に成功した.
環境科学:9月3～13rlにスカーレン大池とスカルブ
スネスの舟底池,す りばち池の第2回nの 調査を,また
29日にはラングボブデにあるぬるめ池の第3何 日の調査
を行なった.10月にも同地域で調査 を実施 した.さ ら
に,10月15～21Nには,昭 和基地の南100kmにあるベ
ルオッデンとルンドボークスヘッダへの旅行を行い湖池
水の調査を行った.
測地:ベ ルオッデン地区の三カ所に三角点を設置 し,
三角点間の測齋と天測を行った.
雪氷 ・地学:9月27[1にみずほ基地を4台の雪上車で
出発した内陸旅行隊は,10月14nに前進拠点に到着した.
20日より浅層ボーリングを始め,23日には深さ100mに
達 した.ま た気象 ・雪氷観測も開始した.そ の他,秋 に
設置 した雪面形態観測月雪尺,建 物による ドリフトの観
測,ド ーム旅行用の観測機器の最終チェックも行った.
設営報告
種 類
9
燃料消費駐内訳 単位:1
月 IO　月
消費量 残 量 消費ill:　残 量
普 通 軽 油26.652389,34226,479358,063
灯 ‖hi3,800
機 械 部 門 では,
バ ラ ンス試 験 を実 施 した
38,2002,80035,400
3機の発電機の半年点検整備とヒー ト
また,腐 蝕の激しかった通路
部の温水循環ホースの全面的な取 り替えと断熱材の取付
け作業を行った,半 年にわたって実施 した筑波科学万
博KDDテ レコムランドとの衛星通信実験が9月16日に
終了した.医 療部門では,3月 初旬に実施 した前期健康
診断に続き,後 期の検診を実施した.特 に大きな異常は
認められなかった.食 糧のうち,た まねぎとじゃがいも
の保存状況はよく,傷みは少い.もや しと貝fliJ大根の生
産も順調に続いている.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Month[アClimatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Statlons)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気温(Min.temp.)(℃)
平 均 気圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　　 　 　　 　　 sea　level)　(mb)
平均 蒸気 圧(Mean　vapour　pressure)　(rnb)
平均 相対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平均 風速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平均(Max.　Wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・rnin.　mean>　(m/s)
瞬 間 最大 風 速　(Gust)　(m/s)
平 均 雲量(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日数 　(Numbea　of　ctear　days)
「
一
【極地豆事典】
南極 での潜水
昭 和 基 地(Syowa:89532)
10月(Oct.)9月(Sep.)
一16 .6
-8
,1
-29
.9
980.3
L1
58.0
7,3
33.3(12,NE)
44,8(12,NE)
7,4
3
写 真 説 明;第24次 隊 で使 川
した潜 水 機 材.「 ドラ イス ー
ツを 着 てい る の で体 は ほ とん
ど濡 れ ない が,50分 も潜 っ て
い る と指 先 が しび れ て来 る.
フランスのクス トー らにょるSCUBA(自給式潜水具),
いわゆる"ア クアラング"の 発明は,限 られた人にしか
見たり触れたりできなかった海中の世界を,研究者を含
む一般の人々にも開放したという意味で,近年の海洋科
学の進歩に極めて大きな貢献をしたと言える.南極海で
の　SCUBA　による潜水調査は1950年代末頃か ら各国観
測隊で行なわれるようになり,今 日それほど珍 らしい事
1で は な くな った.
{我 国 の南 極 観 測 隊 で は1968年2月2H ,第9次 隊 の 生{
《
一13
.3
-4 ,0
-25
.2
980.4
1.4
57
5.9
27.0(25,E)
34.3(25,E)
7.2
3
み ず ほ 基 地(Mizuho:89544)
10月(Oct.)9月(Sep.)
一40 ,0
-24 .4
-56
.3
721.6
一35 .2
-24 .4
-48 .7
723,4
(station　pressure)
12.212.1
21.0(12,NE)22,5(1,E)
26.4(12,ENE)28.3(1,E)
物,医 学担当の2隊 員が昭和基地南方約20kmの ラン
グホブデ西岸の開水面で初めて潜水を行ない,底 生生物
の採集と水中撮影をしている.そ の後第22次隊の海洋生
物担当隊員2名 が1981年1月,昭和基地周辺で15回にの
ぼる潜水調査を行なった.第9次 隊では潜水時間が37分
間にとどまったのに対 し,潜水機材の発達 と環境条件に
恵まれたため,第22次隊では30～50分の潜水を15回実施
する事ができた.こ の調査により基地周辺の海底にすむ
底生生物群集の景観の概要が初めて記述され,南 極海沿
岸生態系を知る 上で重要な一歩が踏み出された.次 いで
1983年,第24次隊では,真 冬の7月 も含め1;1-6「[ilの潜水
調査が基地近くで行なわれた.越冬中の潜水はこれが初
めてで,底 生生物研究のほかに海氷下面に増殖する微細
な藻類(ア イスアルジー)の研究 も行なわれ,海 氷下面
か ら海中に数10cmも伸長するアイスアルジー群体の存
在が確認された.こ れはオース トラリア基地からの報告
に続く2番nの ものである.
昭和基地近くでの潜水は,水温が一年小結氷点(-2℃)
近くでかつ気温が 一30℃～+5℃の低温環境下にある点
と,海氷盤に穴をあけてf∫なう点で特殊 と.「言える.従 っ
て機材 ・装備の選択,調査計画の立案にはこれ らを充分
考慮し,潜水訓練は結氷期のサロマ湖でも実施するなど
準備には万全を期した.使 用した主な潜水機材は,凍結
防止策を施した　SCUBA用具,ド ライスーツ,超音波
による水中無線通話装置,命 網用のザイルのほか,各種
水中撮影機材などであった.今 後,調査n的 に応 じて潜
水が行なわれると予想されるが,ど んな場合でも安全の
確保が第一である,
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